
▲海溝型地震のしくみ

▼都市直下型地震の
　しくみ
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磨
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東
日
本
大
震
災
の
実
態
教
訓

A
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を
知
る
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特
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危
険
性
）
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自
主
防
災
活
動
で

防
災
力
を
高
め
る

F

・
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
被
害
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
土
地
の
地
形
、
海
岸
線
の
形
、

海
の
深
さ
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
被
害
や
浸
水
区
域
が
異
な
っ
て

い
た

・
津
波
の
浸
水
区
域
は
、
同
じ
平
野
で
も

よ
り
低
平
な
氾
濫
原
が
中
心
で
、
氾
濫

原
よ
り
わ
ず
か
に
地
盤
の
高
い
自
然
堤

防
や
扇
状
地
な
ど
で
は
、
浸
水
し
な
い

か
、浸
水
し
て
も
被
害
は
軽
微
で
あ
っ
た

・
宮
城
県
松
島
町
の
海
岸
で
は
、
津
波
被

害
が
軽
微
な
箇
所
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ

は
、
湾
口
部
の
島
々
が
防
波
堤
の
役
割

を
果
た
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

・
大
津
波
警
報
は
地
震
発
生
か
ら
３
分
で

発
令
さ
れ
た
が
、
そ
の
高
さ
は
３
㍍
で

あ
り
、
現
実
の
津
波
の
高
さ
と
は
大
き

く
か
け
離
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
速
報

値
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
7.9
と
計
測
さ

れ
た
こ
と
か
ら
３
㍍
の
警
報
と
な
っ
た

・
実
際
に
は
、
28
分
後
に
６
㍍
、
45
分
後

に
10
㍍
と
、
大
津
波
警
報
が
更
新
さ
れ

た
が
、
被
災
地
の
住
民
に
は
、
停
電
の

た
め
伝
わ
ら
な
か
っ
た

・
群
馬
大
学
の
片
田
教
授
の
調
査
結
果
に

よ
れ
ば
、
事
前
に
配
布
さ
れ
て
い
た
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
表
示
さ
れ
て
い

た
浸
水
予
想
区
域
外
に
居
住
し
て
い
た

人
が
、
犠
牲
者
の
約
65
％
を
占
め
て
い

た
。
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
、
浸
水

予
想
区
域
外
の
人
々
の
避
難
を
妨
げ
た

り
、
避
難
を
遅
ら
せ
た
り
し
て
、
被
害

が
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
推
定
さ

れ
る

・
水
害
に
は
２
種
類
が
あ
り
、
外
水
氾
濫

と
内
水
氾
濫
で
、
そ
の
起
こ
り
方
は
異

な
る

・
水
害
は
地
域
に
関
わ
る
河
川
の
上
流
域

の
広
が
り
を
知
り
、そ
の
地
域
で
の
気
象

状
況
な
ど
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る

・
水
害
の
被
害
を
少
な
く
す
る
に
は
、
浸

水
前
の
避
難
が
有
効
で
あ
り
、
浸
水
後

の
避
難
は
危
険
を
伴
う

・
自
宅
の
地
盤
高
を
知
り
、
最
寄
り
の
河

川
や
海
面
と
の
高
低
差
を
知
る
こ
と
で
、

浸
水
し
や
す
さ
を
あ
る
程
度
判
断
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る

・
氾
濫
原
の
土
地
が
都
市
化
し
て
も
、
浸

水
し
や
す
い
性
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

今
の
町
並
み
よ
り
も
、
土
地
の
性
質
を

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
地
震
に
は
２
種
類
が
あ
り
、
海
溝
型
地

震
と
直
下
型
地
震
で
あ
る
。
海
溝
型
地

震
は
一
般
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
大
き

く
、
津
波
を
伴
い
、
被
害
の
範
囲
が
広

く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
直
下
型
地
震
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
海
溝
型
に
比
べ
て

小
さ
い
が
、
都
市
直
下
で
起
こ
る
た
め

被
害
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
あ
る

・
海
溝
型
地
震
で
は
、
長
周
期
地
震
動
が

被
害
を
大
き
く
し
や
す
く
、
高
層
建
築

な
ど
で
の
被
害
が
大
き
い
傾
向
が
あ
る

・
地
域
の
環
境
を
知
る
こ
と
が
、
防
災
の

出
発
点
で
あ
る

・
環
境
に
は
、
土
地
、
地
盤
高
な
ど
の
自

然
環
境
と
、
人
口
や
土
地
利
用
、
道
路

状
況
な
ど
の
社
会
環
境
な
ど
が
あ
る

　

（
左
図
を
参
照
）

（
見
直
し
中
）

・
災
害
の
発
生
し
や
す
い
土
地
に
は
、
特

に
低
平
な
地
形
で
の
浸
水
や
、
軟
弱
な

地
盤
な
ど
で
の
地
震
動
被
害
が
あ
げ
ら

れ
る

・
被
害
が
拡
大
し
や
す
い
土
地
に
は
、
過

密
市
街
地
や
高
齢
者
の
多
い
街
、
遠
距

離
避
難
地
区
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

・
防
災
課
題
に
は
、
水
害
に
対
し
て
脆
弱

な
土
地
、
地
震
に
対
し
て
脆
弱
な
土
地

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
地
域
に
よ
っ
て
そ

の
内
容
や
重
な
り
方
は
異
な
る

・
地
区
の
災
害
特
性
を
理
解

し
、
地
区
の
課
題
に
合
っ

た
解
決
策
を
と
る
こ
と
が
、

自
主
防
災
の
基
本
で
あ
る
。

　

他
の
地
区
で
の
取
り
組
み

は
参
考
に
は
な
る
が
、
そ

の
ま
ま
自
分
の
地
区
で
の

取
り
組
み
に
当
て
は
ま
る

と
は
限
ら
な
い

・
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
を
高
め
る
こ
と
が
、

自
助
・
共
助
の
基
本
で
あ

る

　

去
る
12
月
15
日
、
株
式
会
社
ラ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の
岡
本
茂
氏
を
講
師
に
迎
え

て
、
平
成
24
年
度
の
播
磨
町
自
主
防
災
組
織
合
同
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
消
防
団
な
ど
関
係
団
体
、

関
心
を
寄
せ
る
住
民
な
ど
約
160
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

防
災
・
減
災
は
地
域
に
住
む
多
く
の
人
が
共
通
の
認
識
を
も
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
と
の
考
え
か
ら
、
こ
こ
に
、
研
修
会
の
内
容
を
抜
粋
し
て
皆
さ
ま

に
お
伝
え
し
ま
す
。
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特集  防災・減災を考えよう特集  防災・減災を考えよう

●自然環境の特性
（土地に固有の災害要因）
・水系：河川、合流・蛇行、集水区域など、
　　　　過去の災害発生状況など
・地形：標高、低地、傾斜地、埋立地など
・地質：軟弱地盤、岩石地盤、活断層など

自然環境

A：東日本大震災の被害実態と教訓

B：災害を知る
・災害の起こるしくみ
・災害の起こりやすい所
・災害履歴など

C：人・土地や街の環境を知る
・地盤高、軟弱地盤、活断層
・人口、市街地、道路、避難所

E：土地・街の災害特性（危険性）

D：災害予測
　 （見直し中）

F：自主防災活動で防災力を高める
　 《自助・共助》

播
磨
町
自
主
防
災
組
織
合
同
研
修
会
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●自然環境特性からみた問題点
（災害の発生しやすい土地）
・頻水危険性：後背湿地、旧河道、埋立地、
　　　　　　　海岸平野、河川、ため池など
・地震動危険性：軟弱地盤、盛土地盤など

●社会環境の特性
（人やまちの状態による災害要因）
・都市基盤：狭隘道路、遠距離避難など
・土地利用：密集住宅地など
・人口：人口密度、高齢化、要援護者など

社会環境

●社会環境特性からみた問題点
（被害が拡大しやすい地区）
・過密市街地：
　　　　木造密集住宅地、狭隘道路など
・高齢化・遠距離避難区域：
　　　　高齢化地区、遠距離避難区域など

●防災上の課題図
（自然と人・土地の災害要因の重なりによる脆弱性）
・水害危険性の高い地区（浸水深の大きな地区、高潮など）
・地震の危険性の高い地区（震度7地区、津波浸水地区など）
・避難困難性の高い地区
　（河川横断避難地区、避難路狭隘地区など）

●災害特性図（課題図をまとめたもの）
・防災上の課題をわかりやすく図化
・防災課題の多い地区（水害・地震、避難困難など）

●災害予測
・水害：洪水、高潮など
・地震：揺れ、全壊、
　　　　津波、浸水など

講演の流れ

【用語解説】外水氾濫：川の水が堤防から溢れる、あるいはそれによって川の堤防が破堤した場合などに起こる洪水のこと
　　　　　　内水氾濫：市街地に降った雨が雨水処理能力を超える、あるいは川が溢れかかっていてポンプで
　　　　　　　　　　　捨てられないということで水が溢れること

【用語解説】氾濫原：洪水時に流水が河道などから溢流して氾濫する範囲の平野を指す。すなわち谷底平野・
　　　　　　　　　　扇状地・沖積平野・三角州などのうちで洪水に浸水する範囲全部を指す。
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